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1.  平成22年1月期第2四半期の連結業績（平成21年2月1日～平成21年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第2四半期 1,053 ― △134 ― △163 ― △171 ―
21年1月期第2四半期 1,893 22.1 372 68.1 389 94.6 197 67.8

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年1月期第2四半期 △24.04 ―
21年1月期第2四半期 28.94 25.63

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第2四半期 4,073 2,195 53.9 308.70
21年1月期 4,053 2,391 59.0 334.13

（参考） 自己資本   22年1月期第2四半期  2,195百万円 21年1月期  2,391百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
   22年１月期の期末配当金予想額は、現時点では未定であります。 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年1月期 ― 0.00
22年1月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成22年1月期の連結業績予想（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,410 △25.7 △140 ― △175 ― △181 ― △25.41
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載した業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によ
って予想数値と異なる結果となる可能性があります。なお、１株当たり当期純利益は、自己株式数の変動に伴い変更しております。 
２．当連結会計年度の期末配当金予想額は未定でありますが、今後の業績等を総合的に勘案して、１株当たり配当金を決定次第開示いたします。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に
関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸
表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第2四半期 7,160,160株 21年1月期  7,160,160株
② 期末自己株式数 22年1月期第2四半期  47,968株 21年1月期  1,368株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年1月期第2四半期 7,134,164株 21年1月期第2四半期 6,808,803株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨秋以降の世界同時不況の影響から特に中国等のア

ジア向けの輸出を中心に徐々に回復の方向に向かっており、個人消費におきましても下げ止まりの兆しを

見せ始めておりますが、現状では水面下での回復に留まっており、雇用状況、企業の設備投資は低水準で

推移していること等、景況感は引き続き厳しい状況が続きました。 

当社グループの主要な販売先であります半導体業界におきましても、一時の大幅な生産調整局面からの

下げ止まりは見られるものの、本格回復にはほど遠く、前年比においては大きく落ち込みを続けており、

引き続き力強さに欠ける状況にありました。 

このような状況下、当社におきましては、太陽電池等、新規分野への化学材料の販売に注力するととも

に、既存の半導体市場等に向けても拡販に注力し、また、全社一丸となり設備投資等計画の見直しを含む

諸経費の削減、原価の圧縮等に努め、長期的な競争力を有する企業へ成長するための施策を行ってまいり

ましたが、世界的な市場の低迷の影響を受け、売上高は1,053,498千円となり、この結果、営業損失

134,233千円、経常損失163,126千円、四半期純損失171,494千円を計上するに至りました。 

なお、販売実績にかかる所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①日本 

日本におきましては、既存の製品に加え新規分野への化学材料の拡販に努める一方、原価圧縮、経費

削減に取り組んでまいりましたが、主に台湾DRAMメーカー向け材料を中心としたアジア地域における売

上が低調に推移したことから、売上高は1,017,593千円となり営業損失は132,153千円となりました。 

②北米 

米国子会社TCLC, INC.の同地域における販売に関しては、下げ止まりは見られたものの力強さに欠け

たことから売上高は35,904千円となり営業損失は2,903千円となりました。 

  

(流動資産) 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末比13,510千円減少し、

1,859,036千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が増加した一方で、原材料及び貯蔵品、受

取手形及び売掛金、流動資産のその他が減少したことによるものであります。 

(固定資産) 

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、同33,178千円増加し、2,214,549千円となり

ました。その主な要因は、第二工場用製造装置の購入等により有形固定資産が増加したことによるもので

あります。 

(流動負債) 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、同35,510千円増加し、1,420,532千円となり

ました。その主な要因は、有形固定資産の購入に伴う未払金が減少した一方で、運転資金の調達による短

期借入金が増加したこと、また、長期借入金の増加に伴い１年内返済予定の長期借入金が増加したことに

よるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債及び純資産の状況
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(固定負債) 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、同180,575千円増加し、457,532千円となりま

した。その主な要因は、設備投資資金の調達に伴う長期借入金の増加によるものであります。 

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、同196,417千円減少し、2,195,520千円となりま

した。その主な要因は、四半期純損失の計上及び配当金支払いによる利益剰余金の減少によるものであり

ます。 

  

平成22年１月期の業績予想に関しましては、自己株式数の変動に伴う１株当たり当期純利益の変更を除

き、平成21年３月13日に公表しております業績予想に変更はありません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

該当事項はありません。 

  

①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準

委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失、税

金等調整前四半期純損失がそれぞれ9,875千円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響

は、当該個所に記載しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号)を適用しており

ます。これによる損益への影響はありません。 

  

④リース取引に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員

会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会

計基準適用指針第16号）を早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更してお

ります。また、リース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。これによる損益への影響はありません。 

  

(追加情報) 

有形固定資産の耐用年数の変更 

当社の機械装置の耐用年数については、法人税法の改正を契機として見直しを行い、第１四半期連結

会計期間より、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これによる損益への影響は軽

微であります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 564,686 221,311

受取手形及び売掛金 836,162 1,058,767

商品及び製品 82,631 108,451

仕掛品 57,625 39,617

原材料及び貯蔵品 266,048 357,515

その他 53,791 91,648

貸倒引当金 △1,911 △4,764

流動資産合計 1,859,036 1,872,546

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,059,353 1,050,343

減価償却累計額 △328,317 △302,293

建物及び構築物（純額） 731,036 748,049

機械装置及び運搬具 616,966 398,603

減価償却累計額 △263,601 △267,571

機械装置及び運搬具（純額） 353,365 131,031

工具、器具及び備品 825,069 751,367

減価償却累計額 △457,276 △395,437

工具、器具及び備品（純額） 367,793 355,930

土地 608,641 608,641

その他 29,849 191,979

減価償却累計額 △1,478 －

その他（純額） 28,370 191,979

有形固定資産合計 2,089,207 2,035,632

無形固定資産 15,618 19,058

投資その他の資産   

その他 118,768 132,008

貸倒引当金 △9,045 △5,329

投資その他の資産合計 109,723 126,679

固定資産合計 2,214,549 2,181,370

資産合計 4,073,586 4,053,917
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 78,960 57,791

短期借入金 1,010,000 880,000

1年内返済予定の長期借入金 161,535 129,544

未払法人税等 3,752 2,893

賞与引当金 32,445 29,990

その他 133,839 284,803

流動負債合計 1,420,532 1,385,022

固定負債   

長期借入金 446,666 276,911

その他 10,866 45

固定負債合計 457,532 276,956

負債合計 1,878,065 1,661,979

純資産の部   

株主資本   

資本金 741,682 741,682

資本剰余金 642,682 642,682

利益剰余金 829,784 1,022,755

自己株式 △9,908 △972

株主資本合計 2,204,242 2,406,148

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,507 △4,598

為替換算調整勘定 △7,213 △9,611

評価・換算差額等合計 △8,721 △14,210

純資産合計 2,195,520 2,391,938

負債純資産合計 4,073,586 4,053,917
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年７月31日) 

売上高 1,053,498

売上原価 696,555

売上総利益 356,943

販売費及び一般管理費 491,176

営業損失（△） △134,233

営業外収益  

受取利息 56

受取配当金 6,600

為替差益 4,021

その他 2,485

営業外収益合計 13,164

営業外費用  

支払利息 10,447

持分法による投資損失 16,229

減価償却費 12,617

その他 2,762

営業外費用合計 42,056

経常損失（△） △163,126

税金等調整前四半期純損失（△） △163,126

法人税、住民税及び事業税 2,011

法人税等調整額 6,356

法人税等合計 8,368

四半期純損失（△） △171,494
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △163,126

減価償却費 118,476

持分法による投資損益（△は益） 16,229

貸倒引当金の増減額（△は減少） 380

受取利息及び受取配当金 △6,657

支払利息 10,447

有形固定資産除売却損益（△は益） 2,422

売上債権の増減額（△は増加） 220,475

たな卸資産の増減額（△は増加） 99,845

仕入債務の増減額（△は減少） 20,418

未収消費税等の増減額（△は増加） 30,111

未収入金の増減額（△は増加） 323

未払費用の増減額（△は減少） 278

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,484

その他の流動負債の増減額（△は減少） △19,205

その他 2,812

小計 323,748

利息及び配当金の受取額 6,657

利息の支払額 △10,720

法人税等の支払額 △3,888

法人税等の還付額 16,242

営業活動によるキャッシュ・フロー 332,040

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資有価証券の取得による支出 △602

有形固定資産の取得による支出 △289,460

投資活動によるキャッシュ・フロー △290,062

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 130,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △98,254

リース債務の返済による支出 △1,552

自己株式の取得による支出 △8,935

配当金の支払額 △21,100

財務活動によるキャッシュ・フロー 300,156

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,210

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 343,345

現金及び現金同等物の期首残高 220,765

現金及び現金同等物の四半期末残高 564,110
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 
  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月１日 至 平成21年７月31日) 
  

当社及び連結子会社の事業は、主に半導体製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務

の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略し

ております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月１日 至 平成21年７月31日) 
  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 「定性的情報・財務諸表等」４. その他に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評

価に関する会計基準」を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の日本における営業

損失が9,875千円増加しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月１日 至 平成21年７月31日) 
  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米……米国 

(2) アジア……台湾、中国 

(3) その他の地域……アイルランド、イスラエル 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

１ 事業の種類別セグメント情報

２ 所在地別セグメント情報

日本 
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,017,593 35,904 1,053,498 ― 1,053,498

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

27,970 ― 27,970 (27,970) ―

計 1,045,563 35,904 1,081,468 (27,970) 1,053,498

営業損失(△) △132,153 △2,903 △135,057 823 △134,233

３ 海外売上高

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 16,206 229,876 19,879 265,963

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 1,053,498

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

1.5 21.8 1.9 25.2

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

㈱トリケミカル研究所（4369）平成22年１月期　第２四半期決算短信

－10－



 
  

「参考」

前中間連結損益計算書

前中間連結会計期間

(自 平成20年２月１日

至 平成20年７月31日)

区分 金額(千円)
百分比

(％)

Ⅰ 売上高 1,893,032 100.0

Ⅱ 売上原価 913,935 48.3

   売上総利益 979,097 51.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費 606,413 32.0

   営業利益 372,683 19.7

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 301

 ２ 受取配当金 31

 ３ 持分法による投資利益 8,839

 ４ 為替差益 14,007

 ５ その他 3,019 26,199 1.4

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 8,407

 ２ その他 535 8,943 0.5

   経常利益 389,940 20.6

   税金等調整前中間純利益 389,940 20.6

   法人税、住民税及び 

      事業税
154,143

   法人税等調整額 38,780 192,923 10.2

   中間純利益 197,016 10.4
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前中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間

(自 平成20年２月１日

至 平成20年７月31日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前中間純利益 389,940

   減価償却費 105,188

   持分法による投資損益（△は利益） △8,839

   貸倒引当金の増減額（△は減少） △976

   受取利息及び受取配当金 △333

   支払利息 8,407

   有形固定資産除売却損 292

   売上債権の増減額（△は増加） 131,445

   たな卸資産の増減額（△は増加） △68,965

   仕入債務の増減額（△は減少） 14,620

   未収消費税等の増減額（△は増加） 150

   未収入金の増減額（△は増加） △272

   未払費用の増減額（△は減少） 2,412

   その他流動資産の増減額（△は増加） △2,181

   その他流動負債の増減額（△は減少） △14,929

   その他 △1,538

    小計 554,422

   利息及び配当金の受取額 333

   利息の支払額 △8,313

   法人税等の支払額 △208,396

   営業活動によるキャッシュ・フロー 338,046

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   投資有価証券の取得による支出 △601

   有形固定資産の取得による支出 △249,397

   投資活動によるキャッシュ・フロー △249,999

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   短期借入れによる収入 880,000

   短期借入金の返済による支出 △800,000

   長期借入金の返済による支出 △55,232

   配当金の支払額 △54,355

   財務活動によるキャッシュ・フロー △29,587

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 

  （△は減少）
△2,112

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 56,347

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 130,528

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 186,875
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